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は正しく捨てましょう！ 

    不要なライターはガス抜きしてから捨てましょう！  

甘楽町のルールに従って正しく廃棄しましょう。 

日本国内では年間約６億個のライターが流通しており、 

そのほとんどがプラスチック製の使い捨てライターです。 

 

ガスの抜き方の例  

  

(注)火の気のないことを確認し、風通しのよい屋外で行いましょう。 

①  周囲に火の気がないことを確認する。 

②  操作レバーを押し下げる。着火した場合はすぐに吹き消す。 

③  輪ゴムや粘着力の強いテープで、押し下げたままレバーを固定する。   

④  「シュー」という音が聞こえれば、ガスが噴出している。聞こえない場合は、炎調整
レバーをプラス方向にいっぱいに動かす。 

⑤  この状態のまま、付近に火の気がない風通しの良い屋外に半日から１日置く。 

⑥  念のために着火操作をして、火が着かなければガス抜きは完了。 

処分の仕方  

ガス抜き作業完了後は、収集指定日に“燃やせないごみ”として出します。 

ガス抜きがしていないと、収集作業時に圧力による爆発事故の恐れがあります。 

ガラス・陶器類などに区分 


